
兒玉候補生（右）と父親

入隊式で９８名の若者が自衛官候補生に任命
教
育
を
担
任
す
る
の
は
、
滝
ヶ
原
駐
屯
地
に
所
在
す
る
普
通
科
教
導
連
隊
新
隊
員
教
育
隊
で
、
厚

入
隊
式
は
、
多
く
の
ご
家
族
や
ご
来
賓
の
祝
福
の
下
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
執
り
行
わ
れ
、
任

自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
に
参
列
し
た
。

木
募
集
案
内
所
か
ら
入
隊
し
た
１
１
名
を
含
む
、
９
８
名
の
若
者
が
自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
た
。

式
ま
で
の
生
活
の
様
子
や
今
後
の
抱
負
な
ど
を
話
し
、
ご
家
族
に
安
心
と
期
待
を
与
え
て
い
た
。

る
父
親
の
隣
で
照
れ
な
が
ら
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
や
た　

り
ゅ
う
た

ま
た
、
同
じ
く
厚
木
募
集
案
内
所
か
ら
入
隊
し
た
古
谷
田　

龍
太
候
補
生
と
お
母
さ
ん
か
ら
は

備
な
ど
、
き
め
細
や
か
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
り
安
心
し
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
対
象
者
や
ご
家
族
に
対
す
る
親
身
な
つ
な
ぎ
広
報
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

入
隊
へ
の
不
安
を
解
消
し
、
今
後
も
多
く
の
若
者
を
入
隊
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
募
集
業
務
に

励
ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

「
担
当
広
報
官
の
方
が
、
受
験
時
の
面
接
指
導
や
合
格
後
の
駐
屯
地
・
部
隊
見
学
、
入
隊
時
の
書
類
準

左から古谷田候補生、担当広報官

渋田川さくらまつり支援
ま
つ
り
』
を
支
援
し
た
。

ロ
ム
ナ
ー
ド
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
『
第
２
０
回
記
念
渋
田
川
桜

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長　

野
田
３
海
佐
）
は
、
４
月
４
日
（
木
）、
陸
上

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所
長　

小
田
桐
１
陸

尉
）
は
、
４
月
７
日
（
日
）
平
塚
市
渋
田
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
渋
田
川
プ

当
日
は
曇
一
つ
な
い
青
空
の
下
、
多
く
の
来
場
者
は
、
春
の
日
差
し
を
浴

び
た
満
開
の
桜
と
ま
つ
り
の
情
緒
を
楽
し
ん
で
い
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
で
は
、
募
集
広
報
ブ
ー
ス
を
展
開
し
迷
彩
服
試
着
体
験
、

職
種
説
明
パ
ネ
ル
展
示
、「
は
ま
に
ゃ
ん
」
を
使
用
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ

リ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
問
わ
ず
ブ
ー
ス
に

集
ま
り
大
い
に
賑
っ
た
。
特
に
「
は
ま
に
ゃ
ん
」
は
、
人
気
が
集
中
し
て
子

ね
！
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
で
は
、
今
後
も
、「
地
域
に
密
着
し
た
広
報
活
動
を
実

施
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
、
募
集
広

報
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。」
と
し
て
い
る
。

供
達
の
笑
顔
が
印
象
的
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
来
年
も
来
よ
う

命
に
あ
た
り
一
人
一
人
名
前
を
呼
ば
れ
た
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
国
防
の

一
翼
を
担
う
大
任
を
改
め
て
自
覚
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

ご
家
族
と
の
祝
賀
会
食
で
は
、
一
転
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
自
衛
官
候
補
生
た
ち
は
入
隊

厚
木
募
集
案
内
所
か
ら
入
隊
し
、
式
で
は
自
衛
官
候
補
生
代
表
と
し
て
申
告
を
行
っ
た
兒
玉　

翔

こ
だ
ま　

し
ょ
う

太
候
補
生
は
「
父
の
よ
う
な
立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
の
で
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
尊
敬
す

た


